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１）感染予防について 

１．室内を清潔に保つ 
★室内の空気を⼊れ替え（１時間に１回 １０分程度）、こまめに掃除をして清潔な 

環境を保つ。 
 ※エアコン、空気清浄機、加湿器等の清掃はこまめに⾏なう。 

※ゴキブリ等の害⾍対策も季節に合わせて⾏なう。 
 

２．⼿洗い 
★⾵邪や⾷中毒等の予防として、⽀援員も⼿洗いやうがいを必ず⾏なう。 

特にインフルエンザなど感染性のある病気が流⾏している時には、⼿洗いやうがい 
だけでなく、マスクを着⽤するほか、アルコール消毒の使⽤等、細⼼の注意が必要。 
※タオルの共有はしない。（ペーパータオルを使⽤する） 

 ※やむを得ず⽔道での⼿洗いができない場合は、速乾性擦式⼿指消毒剤を使⽤。 
（ただし、ノロウイルスには効果が薄いので、気を付ける） 

 
 

２）感染性の病気に注意する 
⽇頃から室内で⼦ども同⼠が密接している環境では、⾵邪やインフルエンザだけでな 
く、頭ジラミや⽔⾍等も流⾏しやすい。事業所内での感染があった場合は、それ以上拡 
がらないように室内や遊具等を清潔に保つよう⼼がけ、⼦どもの感染に気付いたら早 
めに保護者に報告。⼜、感染症に関する知識と対応策も⽀援員として学ぶことが⼤事。 

 
 
３）感染症への対策と発⽣時の対応(⾷中毒・ノロウイルスも含む) 

事業所内や学校あるいは地域で発⽣している感染症に関する情報を収集し、保護者に 
提供すると共に、感染症の防⽌や拡⼤予防を図れるよう情報交換を⾏うことも重要。 
学校での出席停⽌措置が法で定められている感染症（下記の別紙参照）については、そ
の症状が疑われる場合は保護者と連絡を取り合い、関係機関へ連絡する等、対策を講じ
る。また、感染が確認されたときは事業所内での感染を防⽌するため、感染の恐れがな
くなるまで利⽤を停⽌。 

   
  ※別紙参照（資料１：おもな学校感染症⼀覧表） 



  ※別紙参照（資料２：感染症・⾷中毒が発⽣したら） 
 
 
 
４）感染症が疑われる場合 

１．流⾏りの感染症の症状が⾒られた場合や 37.5°以上の発熱があったときは保護者に
連絡をして早期の帰宅を促したり、別室で安静にしたりと⾔った対応を⾏って、本⼈
の健康を守り、他の⼦どもとの感染が起こらないようにする。 

２．嘔吐、下痢の場合、保護者へ連絡。 ※別紙参照（資料３：嘔吐処理時の対応） 
また、感染症が流⾏している場合は保護者へお迎えをお願いする場合がある。 

 
５）來所後の体調不良があった場合 ※別紙参照（資料４：体調不良時の対応） 
 １．発熱（37.5°）以外の症状または体調の変化が⾒られた場合、保護者へ連絡をする。 
 
６）その他緊急を要する症状が⾒られた場合 

１．緊急時対応マニュアルに沿って、救急医療への連絡や、保護者への連絡を⾏なう。 
 
７）感染症が蔓延した場合 
 １．施設の消毒を定期的に⾏なう。 
 ２．感染が拡⼤しないよう予防を徹底する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
別紙 学校感染症⼀覧 
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感染症・⾷中毒が発⽣したら 
１）発⽣状況の把握 

★発⽣の確認：下痢・嘔吐・発熱・その他の症状について確認する。 

２）感染拡⼤の防⽌ 
１．職員への周知 

➥施設管理者は感染症等の発⽣状況を関係職員に周知し、対応の徹底を図る。 
⽇頃から連絡⽅法を整備する。 

２．感染拡⼤防⽌策 
① ⼿洗いを徹底し、排泄物・嘔吐物を適切に処理する。 
② 消毒の頻度を増やすなど、発⽣状況に応じた施設内消毒を⾏なう。 

＜保 健 所＞ 
施 設 名 ： 沖 縄 県 保 健 医 療 部 ⼋ 重 ⼭ 保 健 所 （ 地 域 保 健 課 ）    
管 轄 市 町 村：⽯垣市    
保健所担当部署： 
〒907-0002   沖縄県⽯垣市真栄⾥４３８ 電話：0980-82-3240 
TEL：092-761-7351 
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３）感染拡⼤の防⽌ 
１．利⽤者家族への連絡 

➥発⽣状況を説明し、健康調査や⼆次感染予防について協⼒を依頼する。 
 

  ２．保健所、市町村等の社会福祉施設等主管部への報告 
    ➥感染症や⾷中毒が疑われる場合は、保健所及び市町村等の社会福祉施設等主管部

に連絡して、対応について指⽰を受ける。報告の基準は下記の通り。 
 

 
 

 

＜報告基準＞ 
ア：ノロウイルスによる感染性胃腸炎と診断された又はノロウイルスの感染が疑われる死亡者

又は重篤患者が１週間以内に２名以上発生した場合 

イ：ノロウイルスの感染が疑われる者が１０名以又は全利用者の半数以上発生した場合 

ウ：ア及びイに該当しない場合であっても、嘔吐や下痢症状のある者の数が通常を上回る場合 



 
 

嘔吐処理時の対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感染症対策マニュアル 資料３ 

＜管理者＞ 
・対応につく 

・状況を⾒て、保護者に連絡 
（必要に応じて救急⾞要請） 

 
＜発⾒者＞ 

・周りの⽀援者に呼びかけ 
・服を脱がせる 

・隔離室に連れていく（個別室を使
⽤） 

・着替えさせる 
・経過観察 

＜⽀援者 A＞ 
・嘔吐処理（マニュアル参照） 

・消毒を済ませ、⼦どもの対応に戻
る 

＜⽀援者 B・Ｃ＞ 
・他の⼦どもを別室に移動させ待機 
 
 

＜室内嘔吐対応＞ 
個別の部屋➥ 

➥晴；近くの公園（少ない場合は室） 
⾬：⾞で待機、個別の部屋 

トイレ➥封鎖、喚起し、職員トイレ使⽤ 
 
 

＜⾞内対応＞ 
同乗者：嘔吐対応、⼦どもの経過観察 
運転⼿：他の⼦の対応、管理者に連絡 
管理者（代理も含む）：⾞の⼿配、保護者対応 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
  

＜嘔吐処理セット＞ 
・訓練室内 ・トイレ内  
・⾞内（セレナ ・シエンタ）    計 ４つ 
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体調不良時の対応 
体調不良 

健康観察 

初
期
症
状 

熱がある 
※３７．５度以上 

熱がない 

静養 
※３０分後に検温 

保護者に連絡 

迎え要請 or 送迎 

経

過

観

察 

 

その後の様⼦を送迎時

に保護者へ報告 
・体調が悪化 
・集団活動が困難 

【保護者引継ぎ事項（例）】 

★嘔吐した、吐き気を訴えた    ★いつもより元気がなかった 

★普段より熱が⾼め        ★⾷欲がなかった 

★繰り返し体調不良を訴えた 



 
＜更新履歴＞ 

更新日 更新内容 更新者 

令和７年３月 感染症対策マニュアル 塩﨑 詩子 

   

   

   

   

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


